
 

No.５ 日本の歴史４ 
年    組 

名前 

 

月   日（  ） 

 
 

 

／９問 

（   ）回目 

こ
の
世
を
ば 

 

わ
が
世
と
ぞ
思
ふ
も
ち
月
の 

か
け
た
る
こ
と
も 
 

な
し
と
思
へ
ば 

次の（    ）に当てはまる言葉をそれぞれ書きましょう。 

 

１ 都が平
へい

城
じょう

京
きょう

から平
へい

安
あん

京
きょう

（現在の京
きょう

都
と

府
ふ

）に移された 

（①     ）時代になると、朝
ちょう

廷
てい

の政治を一部の有力な

（②     ）が動かすようになりました。 

 

２  右の歌をよみ、 朝
ちょう

廷
てい

の政治   

を 思 い 通 り に 行 っ た 人 物 は

（③      ）です。 

 

３ 貴族は、（④    ）造
づくり

の大き

なやしきでくらし、和歌やけまりな 

 どを楽しみました。 

 

４ 漢字からできた（⑤     ）を使うことで自分なりの気

持ちなどを細かく表現できるようになりました。 

 

 

５ 宮
きゅう

廷
てい

に仕えた女
にょ

官
かん

で、はなやか 

な貴
き

族
ぞく

の世界をえがいた「源
げん

氏
じ

物
もの

 

語
がたり

」の作者は（⑥      ）   

です。 

 

６  天 皇 の き さ き に 仕 え 、    

すぐれた随筆
ずいひつ

である「 枕
まくらの

草
そう

子
し

」

の作者は（⑦      ）です。 

 

 

７ 平安時代には、朝廷を中心とした美しく、はなやかな 

（⑧      ）文化が生まれました。 

 

８ 多くの人々が、死後に阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

などがいる苦しみのない世界

とされる（⑨      ）に行けることを願いました。 

 

 

【解答】 

 

① 平
へい

安
あん

 

② 貴
き

族
ぞく

 

 
 

③ 藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

 

 

 

④ 寝
しん

殿
でん

 

 

 

⑤ かな文字
も じ

 

 

 

⑥ 紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

 

 

 

⑦ 清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

 

 

 

 

⑧ 日
に

本
ほん

風
ふう

の 

（国風
こくふう

） 
 

⑨ 極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

 

 

貴族が栄えていたころの文化の  

特ちょうがつかめたかな。 

小
お

倉
ぐら

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

には、私

の歌も取り

上げられて

います。 

藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

のむすめに

教育係とし

て仕えまし

た。 


